
平成23年8月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年1月14日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 グローウェルホールディングス株式会社 上場取引所 東 
コード番号 3141 URL http://www.growell.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 高田隆右

問合せ先責任者 （役職名）
常務取締役兼執行役員グループ経営
管理本部長 （氏名） 佐藤範正 TEL 03-5207-5878

四半期報告書提出予定日 平成23年1月14日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家向け）

1.  平成23年8月期第1四半期の連結業績（平成22年9月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年8月期第1四半期 63,892 17.8 1,962 28.9 2,121 29.2 596 △23.2
22年8月期第1四半期 54,259 42.3 1,522 27.3 1,641 26.8 777 76.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年8月期第1四半期 35.53 ―
22年8月期第1四半期 55.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年8月期第1四半期 102,379 33,543 31.8 1,936.39
22年8月期 100,462 33,229 32.1 1,918.02

（参考） 自己資本   23年8月期第1四半期  32,529百万円 22年8月期  32,221百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年8月期 ― 17.50 ― 17.50 35.00
23年8月期 ―
23年8月期 

（予想） 17.50 ― 17.50 35.00

3.  平成23年8月期の連結業績予想（平成22年9月1日～平成23年8月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

126,600 16.8 3,700 21.1 3,900 20.2 1,360 △16.5 80.96

通期 266,500 11.6 8,800 14.7 9,200 12.9 3,600 2.1 214.30



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、平成23年１月12日付にて、四半期連結財務諸表に対す
る四半期レビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性が
あります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年8月期1Q 16,814,698株 22年8月期  16,814,698株
② 期末自己株式数 23年8月期1Q  15,521株 22年8月期  15,464株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年8月期1Q 16,799,219株 22年8月期1Q 14,049,905株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、一部で回復の兆しが見られるものの、円高の進行

や不安定な雇用情勢などの先行きの不透明感から、消費者の生活防衛意識が高く、引き続き低価格志向型

の消費が継続するなど、依然として厳しい環境が続いております。 

ドラッグストア業界におきましては、異業種の参入、Ｍ＆Ａや資本・業務提携等の業界再編の動きが加

速する中、消費の低迷、出店競争や価格競争の波を受け、業界を取巻く環境は一層厳しさを増す状況とな

っております。 

このような状況下におきまして、当社グループは「ドラッグ＆調剤」を中心としたビジネスモデルの推

進に注力するとともに、お客様のニーズに対応する商品戦略の推進や更なるグループ力の向上等に努めて

まいりました。 

店舗の出店・閉店につきましては、新規19店舗を出店、閉店７店舗となり、当第１四半期連結会計期間

末の当社グループの店舗数は672店舗となりました。 

（単位：店） 

 前期末店舗数 

(平成22年８月31日) 
出店数 閉店数 

第１四半期末店舗数 

(平成22年11月30日) 

ウエルシア関東及び子会社 

（内、調剤取扱店） 

（内、深夜営業店） 

368 

（304） 

（290） 

7 1 374 

（310） 

（296） 

高田薬局 

（内、調剤取扱店） 

（内、深夜営業店） 

110 

（45） 

（48） 

5 2 113 

（57） 

（51） 

寺島薬局 

（内、調剤取扱店） 

（内、深夜営業店） 

118 

（57） 

（77） 

4 2 120 

（62） 

（80） 

イレブン 

（内、調剤取扱店） 

（内、深夜営業店） 

64 

（19） 

（40） 

3 2 65 

（21） 

（42） 

合  計 

（内、調剤取扱店） 

（内、深夜営業店） 

660 

（425） 

（455） 

19 7 672 

（450） 

（469） 
 

また、品目別売上高は、下記の通りとなっております。 

区分 金額（百万円） 前年同四半期比(%) 

医薬品・衛生介護品・ベビー用品・健康食品 16,822 110.2 

調剤 5,210 126.5 

化粧品 12,058 117.9 

家庭用雑貨 9,396 120.6 

食品 14,510 120.5 

その他 5,894 122.2 

合計 63,892 117.8 

 

この結果、第１四半期連結累計期間における売上高は63,892百万円（前年同四半期比17.8％増）、営業

利益は1,962百万円（前年同四半期比28.9％増）、経常利益は2,121百万円（前年同四半期比29.2％増）、

四半期純利益は596百万円（前年同四半期比23.2％減）となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して1,916百万円増加し、

102,379百万円となりました。これは主に、商品が3,019百万円、有形固定資産が1,777百万円増加したも

のの、現金及び預金が2,604百万円減少したことによるものです。 

（負債） 

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比較して1,602百万円増加し、

68,836百万円となりました。これは主に、短期借入金が1,365百万円、資産除去債務が1,566百万円増加し

たものの、未払法人税等が1,522百万円減少したことによるものです。 

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して313百万円増加し、

33,543百万円となりました。これは主に、配当金293百万円の支払による減少に対し、当第１四半期連結

累計期間における四半期純利益596百万円を計上したことによるものです。 

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、8,539百万円（前年同四半期末比4,293百

万円の増加）となりました。 

当第１四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、943百万円の減少（前年同

四半期比960百万円の減少）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益1,281百万円に対して、主

な増加要因として仕入債務の増加763百万円及び主な減少要因としてたな卸資産の増加2,917百万円があっ

たこと等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、1,257百万円の減少（前年

同四半期比287百万円の増加）となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入400百万円に対して、

有形固定資産の取得による支出1,194百万円、敷金の差入による支出351百万円があったこと等によるもの

です。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、73百万円の減少 （前年同

四半期比2,446百万円の増加）となりました。これは主に、短期借入金の純増減額1,368百万円、長期借入

れによる収入500百万円に対して、長期借入金の返済による支出1,392百万円、配当金の支払額293百万円

及びファイナンス・リース債務の返済による支出228百万円があったこと等によるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

「平成22年８月期決算短信」（平成22年10月15日付）において公表した連結業績予想から変更はありま

せん。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末決算において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１.会計処理基準に関する事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平

成20年３月10日）を適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ19百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は811

百万円減少しております。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は1,539百万円であります。 

③「企業結合に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12

月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究

開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に

関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会

計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 
 

２.表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき「財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 
(1) 【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第１四半期 
連結会計期間末 

(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,556 12,160

売掛金 4,520 4,346

商品 28,644 25,625

その他 3,406 3,793

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 46,120 45,919

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 15,296 13,922

土地 7,071 6,910

リース資産（純額） 5,348 5,015

その他（純額） 1,012 1,103

有形固定資産合計 28,728 26,950

無形固定資産   

のれん 10,556 10,901

その他 652 626

無形固定資産合計 11,208 11,527

投資その他の資産   

差入保証金 13,103 13,077

破産更生債権等 70 70

その他 3,236 3,005

貸倒引当金 △87 △88

投資その他の資産合計 16,322 16,065

固定資産合計 56,258 54,543

資産合計 102,379 100,462
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(単位：百万円)

当第１四半期 
連結会計期間末 

(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 32,509 31,711

短期借入金 9,183 7,817

未払金 1,813 1,933

未払法人税等 1,016 2,539

賞与引当金 453 418

ポイント引当金 1,949 1,855

その他 3,825 3,597

流動負債合計 50,752 49,872

固定負債   

社債 660 680

長期借入金 10,153 11,043

退職給付引当金 550 514

役員退職慰労引当金 1,374 1,358

資産除去債務 1,566 －

その他 3,779 3,764

固定負債合計 18,083 17,361

負債合計 68,836 67,233

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 17,725 17,725

利益剰余金 13,825 13,523

自己株式 △32 △32

株主資本合計 32,518 32,215

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11 5

評価・換算差額等合計 11 5

少数株主持分 1,013 1,007

純資産合計 33,543 33,229

負債純資産合計 102,379 100,462
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(2) 【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 54,259 63,892

売上原価 38,492 45,579

売上総利益 15,766 18,312

販売費及び一般管理費 14,244 16,350

営業利益 1,522 1,962

営業外収益   

受取利息及び配当金 51 6

協賛金収入 23 50

その他 129 181

営業外収益合計 204 237

営業外費用   

支払利息 64 53

その他 21 25

営業外費用合計 85 79

経常利益 1,641 2,121

特別利益   

移転補償金 21 －

その他 3 0

特別利益合計 25 0

特別損失   

店舗閉鎖損失 3 1

固定資産除却損 1 7

投資有価証券売却損 － 0

投資有価証券評価損 2 －

減損損失 39 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 791

その他 2 40

特別損失合計 50 841

税金等調整前四半期純利益 1,616 1,281

法人税、住民税及び事業税 740 1,017

法人税等調整額 78 △343

法人税等合計 819 673

少数株主損益調整前四半期純利益 － 607

少数株主利益 20 10

四半期純利益 777 596
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,616 1,281

減価償却費 562 702

減損損失 39 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 791

のれん償却額 300 345

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 35

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17 16

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12 30

ポイント引当金の増減額（△は減少） 45 94

受取利息及び受取配当金 △51 △6

支払利息 64 53

投資有価証券売却損益（△は益） △3 0

投資有価証券評価損益（△は益） 2 －

固定資産除却損 1 7

固定資産受贈益 △7 △17

売上債権の増減額（△は増加） △210 △152

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,766 △2,917

仕入債務の増減額（△は減少） 1,610 763

未払消費税等の増減額（△は減少） △79 △198

その他 362 839

小計 1,529 1,669

利息及び配当金の受取額 47 6

利息の支払額 △68 △55

法人税等の支払額 △1,492 △2,565

営業活動によるキャッシュ・フロー 16 △943

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △416 △66

定期預金の払戻による収入 － 400

有形固定資産の取得による支出 △952 △1,194

無形固定資産の取得による支出 △20 △62

敷金の差入による支出 △195 △351

敷金の回収による収入 40 31

その他 △0 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,544 △1,257
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △180 1,368

長期借入れによる収入 － 500

長期借入金の返済による支出 △1,235 △1,392

社債の償還による支出 △420 △20

配当金の支払額 △491 △293

少数株主への配当金の支払額 － △4

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △193 △228

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,520 △73

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,048 △2,274

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 3

現金及び現金同等物の期首残高 8,294 10,810

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,246 8,539
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 (4) 継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

当社グループの事業は、医薬品・衛生介護品・ベビー用品・健康食品、調剤、化粧品、家庭用雑貨、食

品等を扱う小売業を主たる事業としており、この事業の売上高及び営業利益の金額は、いずれも全セグメ

ントに占める割合が90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 
 

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 
 

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日） 

海外売上高がないため、海外売上高の記載を省略しております。 
 

 

【セグメント情報】 

当社グループは、医薬品・調剤・化粧品等を中心とした小売事業の単一セグメントであるため、記載を

省略しております。 

 （追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 
 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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